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本研究で使用した圧縮機インペラの主要仕様をୈ 1 ද

に示す．回転速度 N は 55 400 min−1，比速度 Ns は 0.15
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的にサンプリングし，算術平均して求めたシュラウド側翼
間静圧分布および，この平均値に対する翼間静圧の偏差 s

を示す．ୈ 4 ਤの P 0 は圧縮機入口全圧を，- ( a ) の縦軸
DP は静圧（ゲージ圧）を示す．Q ≦ 0.45 m3/s で圧力変
化の周期性が崩れ，翼間静圧の最大値と最小値の差が減少
する．また，ピッチ全体にわたり翼間静圧の偏差が増大す
る．この流量がインデューサ失速流量と推定できる．

ୈ 5 ਤに，Ⅰの位置における軸方向速度分布を示す．Y

はインペラのボス面からの距離，H はボス面と入口管内
面との距離である．0.39 m3/s はⅠにおいて，逆流が計測
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面近傍で逆流が発生しているものと考えられる．
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はハブ面からの距離，HC
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